
２-９ ため池の現状

施設下流の状況 多数の人家が存在

【ため池の場合】

決壊したため池

湛水被害が発生するおそれのある範囲

ため池

約6.4万箇所

江戸時代以前
約70%

明治・大正
約20%

昭和以降
約10%

（受益面積２ha以上のため池）

受益面積0.5ha以上

受益面積
２ha以上

約1.1万か所
防災重点ため池※

約6.3万か所

約4.4万か所

全ため池（約20万か所）

※下流に人家や公共施設等があり、決壊した場合に影響
を与えるおそれがある等のため池

○ ため池は全国に約20万箇所あり、そのうち、下流に人家や公共施設等があり、決壊した場合に影響を与えるおそれ
がある等の「防災重点ため池」が約1.1万箇所（平成28年３月時点）。

○ 主要なため池の約７割は江戸時代以前に築造しており、耐震性が必ずしも明らかではない。

全国のため池の箇所数 ため池が決壊した場合の湛水被害のイメージ

全国のため池の築造年代

決壊による人家・道路等
への被害状況
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２-10 ため池等農業水利施設の耐震対策と防災・減災対策の推進

補強したため池

老朽化したため池

整備後

ハザードマップの事例

被害想定範囲

被害想定範囲

ため池

洪水

洪水

ため池

ため池
洪水

１次避難所
２次避難所

２次避難所

凡 例

被害想定範囲

２次避難所

１次避難所

堤体の土質調査 堤体の断面測量

計画
堤体補強(盛土)

現況

○耐震整備のイメージ（ため池の事例）

市町村役場

警報発令
＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊

防災カメラ

警報設備

緊急放流施設

防災メール、通信設備

被害想定エリア

ハザードマップの作成

○ ため池の点検・整備やハザードマップの作成など、ハード・ソフト施策を組み合わせた、農村地域の減災・防災対
策の推進が急務。

ため池の点検・整備 点検調査・ハザードマップの作成

減災対策の整備イメージ（防災情報伝達体制の整備）
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３．農泊の推進
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○ 農泊は、「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成28年3月30日）において、「日本ならではの伝統的な生活体
験と非農家を含む農村地域の人々との交流を楽しむ「農泊」を推進する」と位置づけられ、積極的に展開。

○ 農泊をビジネスとして実施できる体制を整備するには、農泊を持続可能な産業として、自立的な運営が図られる法
人組織が担う体制の構築を支援した上で、魅力ある観光コンテンツの磨きあげへの支援、プロモーションの強化を行う
必要。

子供たちは体験
に来るけど、春と
秋だけに限定され
るんだよなあ

この辺は何も無
いところだし、観
光客はこないよ

子供たちの笑顔は見た
いけど、体力的にきつい
し、農家民宿の経営は今
年限りかなあ

本物の日本が体
験できるね！

最近、元気な村
だと評判だから、
行ってみようか

この前ウチに泊まりにき
た若者が移住してきたよ
若者が地域のみんなを盛

り上げてくれるから、あり
がたいな

この村も人が増えて
建物の建築・改修需要
が増えたよ

田舎にいて外国の
人と交流できるなん
て、不思議だねえ

最近この辺も空き家
が増えたなあ

先月は30万円も
売上があったわ

法人を立ち上げて旅行業も登
録。募集旅行もたくさん企画し、
収入も増えてきたよ
そういえば最近は観光客が増え

たことで移住希望者も増えたなあ
業務量も増えてきたし、ウチも

さらに一人職員を雇おうかな

いろいろな体
験ができる村み
たいだね

最近は空き家を宿泊施
設にする人が増えたよ
以前と比べて耕作放棄

地も随分減ったしねえ

このままでは...

期待される取組の成果

観光客がたまにしか来なくて、収益
があがらないから専従職員が雇えない
なあ
協力農家も年々減っていくし、新た

な観光客の受入もままならないよ
このまま何もしないとジリ貧だよお

いいところだと
思うけど、情報が
無いのよね
どんな経験がで

きるのか今ひとつ
よくわからないわ

お隣も今月で受
け入れをやめてし
まうそうよ

古民家ステイが
ワンダフォーね！

・魅力ある観光コンテンツの磨き上げ
・プロモーションの強化

自立的な運営が図られる法人組織等
インバウンドの増加

地域の所得の向上

遊休資源の利活用

観光客の増加

農家所得の向上

移住者の増加

３－１ 「農泊」の施策的位置づけ及び将来展望（イメージ）

27


